
三角形の各辺上に正三角形(1) 

ABC の各辺上に正三角形を外側に作り，その第 3 頂点を CBA  ,, とし， CCBBAA  ,, の 3 等分点のうち

CBA ,, に近い方の点をそれぞれ FED ,, とすると， DEF は正三角形となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（証明） 

A  を AA の3等分点の Aに近い方の点とすれば， 

BCCAAB  （ B の周りに 60°回転） 

∴ BFAB  ，  BFA 60° 

よって BFA  は正三角形 

同様にして FBA  も正三角形となる。 

よって，F の周りに 60°回転すれば 

BFBAAF   

∴ FEFD  ， DFE 60° 

ゆえに DEF も正三角形となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



三角形の各辺上に正三角形(2) 

ABC の各辺上に正三角形を外側に作り，その第 3 頂点を CBA  ,, とし， BACACBCBA  ,, の重心を

それぞれ FED ,, とすると， DEF は正三角形となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（証明） 

座標平面上で， ABC の頂点の座標を      0,,0,0,, aCBqpA とおく。 

点 Aは点C を原点中心に  60 回転させた点で，同様に，点 B は点C を点 A 中心に 60 回転させた点，点C は
点 A を原点中心に 60 回転させた点であるから， 
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FED ,, はそれぞれ BACACBCBA  ,, の重心であるから， 
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となる。 

このとき， 
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同様に，
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となるので DEF は正三角形となる。 

（別証明） 

複素平面上で            cCbBaAcCbBaA  ,,,,, とおく。 

CBA  の重心を  dD とすれば 

cbad 3  

ところが 

0,0 22  abccab   

であるから 

    cbaabcaad 222 23    

同様に BACACB  , の重心をそれぞれ    fFeE , とすれば 

bacfacbe 22 23,23    

となるから 
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∴ 02  fed   
よって 3 点      fFeEdD ,, は正三角形を作る。 

（2011/9/6 時岡） 


